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千
賀
真
順
　
大
乗
仏
教
の
仏
性
と
浄
土
教
の
凡
夫
性
は
如
何
に
解
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
論
題
丁
あ
る
。
こ
こ
で
は
仏
教
に
於
け
る
仏
性
論
史
並
に
仏
性
経
典
の
成
立
発
達
は
述
べ
な
い
。
浄
土
宗
教
義
に
於
て
三
経
一
論
に
基
き
、
い
か
な
る
衆
生
も
本
願
の
称
名
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
と
い
う
。
全
く
無
仏
性
に
等
し
い
凡
夫
の
救
済
を
説
く
こ
と
が
祖
師
を
一
貫
す
る
特
色
で
あ
つ
て
今
の
課
題
と
す
る
。
浄
十
『宗
義
史
上
特
に
涅
槃
経
を
研
究
さ
れ
た
の
は
道
綽
禅
師
(
五
六
ニ
ー
六
四
五
)
で
あ
る
。
続
高
僧
伝
曇
鸞
法
師
伝
に
は
芙
通
唯
遷
梁
朝
脚帝
請
講
詮
義
帝
極
歎
」
と
あ
る
か
ら
欝
も
仏
性
義
に
通
暁
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
四
論
を
究
学
し
て
造
詣
深
く
、
大
集
経
の
註
解
を
志
し
て
長
生
の
法
を
求
め
、
菩
提
流
支
に
導
れ
て
大
仙
不
死
の
法
と
し
て
往
生
論
(
大
経
・
観
経
)
を
授
か
り
以
後
専
ら
浄
業
を
修
し
往
生
論
註
を
労
作
し
て
龍
樹
・
天
親
浄
土
教
を
伝
承
綜
合
さ
れ
、
論
註
巻
末
に
凡
夫
性
の
強
調
が
あ
り
、
道
綽
・
善
導
に
影
饗
を
与
え
ら
れ
た
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
中
国
浄
土
教
の
義
祖
た
る
鸞
師
を
伝
承
し
て
道
綽
は
安
楽
集
に
「
鷸
右
ズ師
承
」
と
し
て
菩
提
流
支
・
慧
寵
・
道
場
・
曇
蠻
∵
大
海
・
法
上
の
六
大
徳
を
列
記
し
、
唐
宋
両
高
僧
伝
匿
よ
り
更
に
師
資
相
承
と
し
て
曇
鸞
・
通
綽
・
善
導
・
懐
感
・
少
康
の
五
師
を
類
聚
さ
れ
て
い
る
。
続
高
第
二
十
に
よ
る
と
「
十
四
出
家
、:
':
涅
槃
経
講
二
十
四
遍
」
(
大
正
蔵
五
〇
巻
五
九
三
頁
)
と
あ
り
、
安
楽
集
私
記
見
聞
上
巻
に
は
「
宗
師
遺
誥
者
是
涅
槃
宗
、
師
、
其
出
.家
師
難
知
何
師
し
(
浄
全
一
巻
七
五
〇
)
と
あ
る
。
続
高
.
ト
ニ
　
道
綽
伝
に
師
と
し
て
載
す
讃
禅
師
は
第
十
八
巻
所
録
の
滄
州
(
太
原
)
開
化
寺
の
慧
讃
禅
師
ら
し
く
、
戒
珠
の
仏性と凡央窪
浄
土
往
生
伝
中
巻
、
珠
宏
の
往
生
伝
を
初
め
迦
才
の
浄
土
論
下
巻
に
「
講
湟
榮
経
一
部
し
と
あ
り
主
著
変
楽
集
ニ
の
に
屡
々
涅
槃
経
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
推
し
て
も
湟
槃
仏
性
説
を
研
究
さ
れ
た
ζ
と
に
間
違
い
な
硫
。
特
に
禅
師
の
伝
歴
史
上
特
記
す
べ
き
は
十
四
才
出
家
の
年
が
建
徳
三
年
(
五
七
四
)
で
法
難
で
著
明
な
北
周
武
帝
の
廃
仏
が
断
行
さ
れ
、
出
家
年
少
の
際
に
直
面
さ
わ
た
大
破
仏
事
件
は
身
を
以
て
悲
痛
を
感
銘
さ
れ
た
・ど
想
像
さ
れ
る
。
か
か
る
身
上
に
讃
禅
師
よ
り
空
理
を
受
教
し
「
壟
圃蒙
神
殊
、
彌
驫
時
鞠」
(
大
正
蔵
吾
巻
蕘
三
4
と
あ
る
が
、
大
乗
空
理
を
身
証
す
る
に
余
り
に
逆
縁
の
深
き
を
思
う
て
苦
悩
を
持
た
れ
た
如
く
で
あ
る
。
仏
道
の
主
体
的
把
握
で
あ
る
。
郎
ち
禅
師
は
安
楽
集
に
末
法
時
の
仏
道
を
批
判
す
る
こ
と
鋭
く
痛
切
な
内
観
と
し
て
の
末
法
意
識
に
於
て
ば
到
底
首
肯
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
末
法
思
想
は
隋
に
起
り
唐
代
に
盛
ん
と
な
り
そ
の
唱
導
者
で
あ
つ
た
禅
師
は
大
乗
同
性
経
等
に
説
く
末
法
時
に
到
来
し
た
こ
と
を
認
め
、
盛
ん
に
時
教
相
応
の
要
を
主
張
し
懴
悔
念
仏
す
べ
き
を
勧
説
し
て
い
る
。
禅
師
の
切
な
る
内
観
で
あ
る
。
又
同
時
代
の
信
行
(
五
四
一
ー
五
九
四
)
は
三
階
教
を
提
唱
し
て
、
正
法
を
第
一
階
、
像
法
を
第
二
階
、
末
法
を
第
三
階
と
し
て
末
法
に
は
普
法
を
修
す
べ
き
と
し
て
教
界
に
大
き
な
衝
動
を
与
え
た
か
ら
末
法
思
想
を
顧
慮
せ
ず
し
て
は
教
行
証
は
意
義
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
末
法
思
葱
は
人
間
性
の
諜
題
で
あ
り
、
人
間
存
在
の
本
質
を
探
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
禅
師
の
末
法
意
識
は
ま
た
涅
架
経
か
ら
も
諦
観
ざ
れ
る
に
至
つ
た
点
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
涅
槃
経
に
説
く
王
舎
城
の
阿
閣
世
悲
劇
が
現
実
の
人
間
心
清
を
具
現
す
る
と
思
念
さ
巾
る
こ
と
で
あ
る
。
涅
槃
経
を
研
究
す
る
者
に
は
必
ず
注
目
さ
れ
る
。
阿
闍
世
悲
劇
の
伝
説
ば
長
釘
含
経
、
雑
阿
含
経
を
初
め
詣
経
律
に
散
見
ず
る
が
、
湟
槃
経
ま
た
可
成
詳
細
を
極
め
経
の
一
視
点
と
な
り
、
仏
性
説
を
反
省
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
涅
檠
経
第
十
九
巻
第
一、一
十
巻
に
渉
つ
て
丹
称
.
・
実
得
・
.悉
知
義
・
吉
徳
・
ア
無
所
畏
・
書
婆
等
が
阿
闍
世
の
罪
業
を
鋭
く
追
求
し
て
い
る
。
王
舎
城
の
阿
闇
世
王
、
其
性
弊
悪
に
し
て
喜
ん
29
で
殺
戮
を
行
じ
、
口
に
四
過
を
具
す
、
貪
・
恚
・
愚
・
知
の
心
熾
盛
な
り
、
唯
現
在
を
見
て
未
来
を
見
ず
、
純
ら
悪
人
を
以
て
眷
属
と
為
す
、
現
世
め
五
欲
楽
に
貪
着
す
る
が
故
に
と
叙
述
さ
れ
、
阿
閣
世
は
煩
悩
等
を
具
足
す
る
者
な
り
と
の
経
説
を
内
観
さ
れ
仏
性
説
を
肯
定
す
る
と
益
々
末
法
に
於
け
る
人
間
性
を
課
題
と
し
て
苦
悩
さ
れ
て
い
る
。
続
高
第
二
+
に
「
恒
在
二波
水
石
壁
玄
中
寺
一、
寺
即
斉
時
曇
鸞
法
師
之
明
立
也
、
中
有
剛鸞
碑
口具
陳
二
嘉
端
事
如
【別
伝
唖」ゆ
(
大
正
蔵
五
〇
巻
五
九
三
)
と
あ
る
よ
う
に
玄
中
寺
に
住
し
、
寺
内
に
あ
る
曇
鸞
の
碑
銘
を
見
て
回
信
し
、
遂
に
隋
大
業
五
年
(
六
〇
九
)
四
十
八
才
に
し
て
湟
槃
の
広
業
を
置
て
浄
土
門
に
帰
向
し
、
誦
経
、
礼
拝
、
観
想
、
称
名
を
事
と
し
、
貞
観
年
間
よ
り
観
経
を
講
ず
る
こ
と
二
百
余
遍
日
別
七
萬
の
念
仏
を
行
修
し
た
と
伝
う
o
安
楽
集
に
於
け
る
道
綽
の
浄
土
教
は
仏
教
の
宗
教
的
展
開
で
あ
り
、
特
色
と
し
て
経
証
を
重
要
視
さ
わ
た
。
即
蓄
「
十
二
大
門
皆
引
二経
論
証
明
、
勧
信
求
往
」
と
大
経
二
十
一
ケ
所
、
涅
槃
経
十
五
ケ
所
の
多
き
を
占
め
己
下
華
厳
経
等
の
諸
経
論
が
数
十
部
引
用
さ
れ
て
経
証
を
な
し
て
い
る
。
安
楽
集
は
観
経
の
講
録
で
「
今
経
」
、
「
本
経
」
な
ど
と
あ
つ
て
観
経
浄
土
教
の
特
色
を
持
つ
て
い
る
。
恐
ら
く
末
法
思
想
、
大
破
仏
、
三
階
教
井
に
涅
檠
経
に
説
く
王
舎
城
の
入
間
心
清
が
綜
合
せ
ら
れ
、
末
法
時
に
は
聖
道
の
断
証
に
堪
え
る
も
の
な
く
、
従
つ
て
一
生
造
悪
の
も
の
命
終
の
時
に
十
念
相
続
し
て
名
号
を
称
す
れ
ば
、
一
切
の
諸
障
を
自
然
に
消
除
し
て
往
一生
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
う
観
経
仏
教
即
ち
浄
土
門
こ
そ
今
時
の
鈍
根
造
悪
の
機
に
適
応
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
曇
鸞
の
影
響
を
受
け
更
に
末
法
思
想
と
結
合
さ
し
て
行
の
難
易
に
時
機
の
課
題
を
提
起
し
た
特
色
を
有
す
る
。
師
の
仏
性
説
は
こ
れ
と
関
連
し
て
解
明
さ
れ
る
。
即
ち
、
安
楽
集
上
巻
に
「
問
日
、
一
切
衆
生
皆
有
喃仏
性
咽、
遠
勅
以
釆
応
ピ値
轟多
仏
㎞、
何
因
至
厂
今
仍
自
瀚
一廻
生
死
嗣不
ザ
出
二火
宅
騨。
答
日
依
'次
乗
聖
耋
、
良
呻
薦
へ、種
勝
法
鞠以
排
啀
遜
、
是
以
謬
出
詼
宅
劃、
何
者
諦
二
、
一
謂
聖
道
、
二
詣
往
生
浄
芒
3v
仏性 と凡夫性
(轟伊
△出
一
巻
亠ハ
九
一
す
と
聖
道
浄
土
の
二
門
と
な
し
、
聖
道
は
「
去
大
聖
遙
遠
」
で
あ
り
、
且
つ
「
理
深
解
微
」
に
し
て
末
法
今
時
に
ニ
リ
は
行
修
に
堪
え
な
い
と
し
て
往
生
浄
土
門
を
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
聖
浄
二
門
判
は
浄
土
思
想
史
の
注
目
す
べ
き
展
開
で
、
法
然
上
人
は
選
択
集
第
一
章
に
こ
れ
を
引
い
て
一
宗
教
判
と
し
て
採
用
さ
れ
宗
義
に
於
け
る
仏
性
説
の
解
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
●
二
仏
性
穿
9
9
d
魯
d
飼
は
如
来
性
、
覚
性
、
如
来
蔵
な
ど
の
異
名
で
仏
陀
の
本
性
の
意
、
性
は
種
子
.
因
本
の
義
.因
位
に
具
有
す
る
仏
果
に
至
る
べ
き
種
子
を
指
す
。
仏
性
は
元
来
仏
陀
の
湟
槃
を
契
機
と
し
て
非
生
に
生
、
非
滅
に
滅
を
示
し
仏
陀
の
霊
格
が
人
間
に
交
渉
し
て
一
.切
衆
生
の
中
に
無
限
性
を
見
出
し
た
事
に
基
調
す
る
。
渥
槃
経
に
は
仏
性
は
精
血
の
中
に
あ
り
と
い
う
。
即
ち
「
如
劉衆
生
身
皆
従
佩精
血
噛而
得
{減
撹
仏
性
鮪亦
爾
須
陀
沍
人
斯
陀
含
人
断
脚少
煩
悩
払
性
如
》乳
、
阿
那
含
人
仏
性
加
ゾ
酪
、
阿
鬟
人
猶
如
輔生
麻
従
群
二支
仏
蓖
陸
地
薔
毒
猶
如
熟
蒜
如
来
仏
性
猶
雀
鬱
(
大
正
董
二
巻
五
七
一
)
と
説
き
更
に
同
経
に
は
「
仏
性
と
は
第
輔
義
空
な
り
、
中
道
④
種
子
な
り
、
「
幽
乗
を
仏
性
と
す
る
」
。
「
仏
性
と
は
如
来
金
剛
の
身
・
三
十
二
相
・
八
十
種
好
な
り
」
。
「
仏
性
は
是
れ
十
力
・
四
無
畏
・
大
慈
悲
及
び
三
念
処
首
楞
厳
等
の
一
切
三
昧
な
り
」
(
大
正
蔵
一
二
巻
五
二
三
頁
)
と
説
か
れ
一
切
衆
生
の
本
有
す
る
仏
陀
た
る
可
能
性
を
称
し
た
も
の
と
言
え
る
。
故
に
仏
性
は
悉
有
な
る
も
修
道
を
待
つ
て
初
め
て
仏
性
の
実
現
が
出
来
る
の
で
仏
性
の
特
色
は
修
道
が
必
要
条
件
と
な
る
。
こ
こ
に
仏
性
と
共
に
凡
夫
性
を
肯
定
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
涅
槃
経
師
子
吼
菩
薩
品
に
仏
性
と
修
道
の
必
要
を
強
調
し
て
3/
テ
「
若
払
与
脚仏
性
難
弘無
遂
別
然
諸
衆
生
悉
未
嚼翼
足
崘刀
至
一
切
衆
生
定
縛
一阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一故
、
是
故
我
説
三
蒭
衆
生
悉
有
脚仏
性
噛、
蒭
衆
簀
実
委
麟三
+
二
相
八
+
種
好
嚇、
以
庭
義
故
我
於
概
経
輯而
鋭
溝
。
本
有
今
無
、
本
無
今
有
、
三
世
有
法
馬
無
墳
甚
処
」
(
大
正
蔵
十
二
巻
五
二
四
頁
)
有
に
は
凡
そ
三
種
あ
り
、
一
に
は
未
来
有
、
二
に
は
現
在
有
、
三
に
は
過
去
有
で
あ
り
、
一
切
衆
生
は
過
去
に
煩
悩
を
断
じ
て
現
在
に
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
.
又
現
在
煩
悩
あ
る
衆
生
は
未
来
の
世
に
菩
提
を
証
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
義
を
以
て
の
故
に
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
し
と
説
き
一
闡
提
も
亦
仏
挫
あ
り
と
言
う
。
即
ち
一
闡
提
は
善
法
あ
る
こ
と
な
し
併
し
未
来
に
菩
提
証
得
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
「
一
闡
提
悉
有
仏
性
」
と
輔
乗
成
仏
説
を
立
て
る
根
拠
を
示
も
て
い
る
。
一
乗
即
仏
性
郎
ち
凡
夫
性
.で
一
切
衆
生
に
悉
く
許
さ
、れ
走
事
実
で
あ
る
。
故
に
仏
性
の
特
色
は
当
成
の
存
在
で
あ
る
。
涅
槃
経
に
「
仏
性
未
来
也
斌
ア当
見
故
.じ
ニ
の
「
畫
未
来
毳
厳
清
浄
之
身
碍
見
払
聲
是
故
我
仏
性
ハ未
番
5
「
以
二諸
衆
踵
畢
竟
当
褥
故
、
是
故
説
耄
切
衆
生
悉
有
私
善
(
大
正
蔵
+
二
巻
八
〇
九
頁
)
と
あ
り
、
善
導
は
法
事
讃
上
巻
に
諸
種
の
罪
障
を
明
し
て
「
不
v知
ご身
中
有
如
来
仏
性
」
と
言
い
、
聖
人
上
機
は
之
を
証
見
す
る
も
凡
夫
は
未
だ
仏
性
を
証
見
せ
ず
あ
く
ま
で
未
来
仏
性
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
天
親
が
仏
性
論
に
「
一
切
衆
生
は
後
時
に
法
身
を
得
べ
し
し
と
あ
る
よ
う
に
仏
性
に
関
し
て
特
に
修
道
の
必
要
が
力
説
さ
れ
る
所
由
で
一
切
衆
生
は
仏
性
を
有
す
と
言
う
も
主
体
的
に
現
在
の
、人
間
性
自
己
を
反
省
し
「
本
有
今
無
、
本
無
今
有
、
三
世
有
法
無
纂
庭
処
」
で
あ
る
困
故
に
浄
土
教
の
祖
師
は
「
衆
生
仏
性
あ
り
」
と
の
一
乗
仏
教
の
論
理
を
主
体
的
に
人
間
の
肉
体
そ
の
も
の
、
競
実
し
て
言
え
ば
煩
悩
そ
の
も
の
の
ヲ
ち
に
仏
性
を
見
て
未
来
の
仏
性
成
就
を
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
本
願
の
体
信
が
あ
る
。
道
綽
は
安
楽
集
の
下
巻
に
、32
仏性と凡夫性
「
以
三憂
衆
生
既
有
}仏
性
脳人
人
皆
右
嶺
}祓
仏
沁
、
然
依
協
修
之
霙
森
・芳
書
来
猶
訴
沖
火
躍
盃
瀚
廻
柳、
是
故
聖
者
懲
嘶
長
貰
勧
v麺
一向
西
一為
成
'次
益
し
(
浄
全
一
巻
七
〇
七
頁
)
と
あ
り
、
観
経
に
「
仏
心
者
大
慈
悲
是
也
」
と
あ
つ
て
冖
切
衆
生
を
慈
悲
の
懐
に
抱
い
て
成
就
さ
れ
た
彌
陀
仏
の
大
願
業
力
は
罪
業
生
死
の
凡
夫
性
を
そ
の
ま
ま
に
増
上
縁
と
し
て
の
大
縁
起
の
生
で
空
と
も
無
我
と
も
無
生
と
も
仏
性
と
も
称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
義
史
上
阿
彌
陀
仏
を
最
尊
の
報
身
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
曇
鸞
は
正
し
く
二
身
説
を
立
て
て
彌
陀
の
徳
を
礼
讃
さ
れ
た
が
道
綽
は
幾
多
の
経
証
を
引
て
彌
陀
三
身
説
を
定
立
さ
れ
た
。
勿
論
観
経
並
に
浄
土
祖
師
の
祖
釈
に
基
調
,さ
れ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
。
即
ち
彌
陀
一
仏
帰
依
を
明
示
さ
れ
た
の
は
文
献
に
よ
る
限
り
観
経
行
者
葦
提
華
を
最
初
と
す
る
。
経
に
+
方
諸
仏
の
示
現
に
際
し
、
・
唯
阿
彌
陀
仏
国
に
生
ぜ
ん
と
の
意
志
を
明
に
せ
ら
れ
た
。
畢
提
華
は
何
故
阿
彌
陀
仏
を
選
ん
だ
か
の
理
由
は
述
べ
て
な
い
。
天
親
が
往
生
論
に
「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
願
生
安
楽
国
」
と
彌
陀
帰
信
を
明
し
ノ
「
如
稲是
修
二五
念
門
行
}自
利
利
他
速
得
レ戒
號
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
捉
故
し
(
浄
全
一
巻
一
九
八
)
と
あ
る
。
即
ち
諸
の
教
法
多
き
な
か
、
速
に
無
上
蓍
提
を
得
る
法
門
は
彌
陀
浄
土
に
願
生
す
る
行
者
に
の
み
与
え
ら
れ
る
喜
と
す
る
。
併
し
天
親
は
何
故
に
速
に
無
上
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
る
か
に
就
て
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
は
曇
鸞
が
論
註
下
巻
に
問
答
し
て
夛
何
因
彎
、嚔
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
肇
葦
阿
貍
如
来
粛
増
毒
。
」
(
浄
全
巻
二
五
五
)
と
阿
彌
陀
仏
の
本
願
力
に
支
持
さ
れ
る
か
ら
速
疾
に
無
上
菩
提
を
成
就
す
る
所
由
な
り
。
道
綽
'は
亡
の
仏
力
住
持
の
確
信
よ
り
念
仏
の
勝
益
を
得
る
こ
と
を
明
し
フ
フ
[
蓋
鬱
仏
薯
人
但
肇
心
鷹
捻
仏
三
楼
+
方
諸
仏
恒
義
人
}齧
奮
劃
、
是
釐
槃
嬖
仏
典
3、3
ス
ル
迦
葉
菩
薩
幽、
若
有
善
男
子
善
女
汰
}、
常
能
至
心
専
念
私
者
若
在
芸山
淋
、
若
在
聚
落
[若
昼
若
夜
若
坐
若
臥
、
諸
仏
世
尊
常
児
帽此
人
一如
」現
二目
前
馗
与
鋭此
人
闇住
濠
施
」
(
浄
全
一
巻
六
九
五
頁
)
と
あ
り
、
仏
性
汐
修
道
す
る
所
由
は
仏
力
を
信
じ
念
仏
を
称
す
る
を
勝
道
と
す
る
、
涅
槃
経
に
説
く
仏
性
の
・修
道
は
浄
土
祖
師
の
釈
拜
に
自
己
の
体
験
に
よ
り
本
願
念
仏
に
信
行
さ
れ
た
と
言
え
る
。
安
楽
集
下
巻
に
明
に
説
示
し
て
称
仏
め
功
徳
が
高
揚
さ
れ
て
い
る
、
郎
ち
「
涅
槃
経
云
仏
出尹
大
王
仮
令
開
沃
庫
蔵
㌦
月
之
中
沛
施
一
切
衆
生
所
得
功
徳
謬
如
槲笶
称
固仏
一
口
輸功
徳
過
厄
削
不
可
校
量
」
(
浄
全
一
巻
七
〇
〇
)
レ
ニ
よ
と
あ
る
が
そ
の
意
義
を
よ
く
標
示
し
て
い
る
。
,3St
道
綽
に
よ
つ
て
解
明
さ
れ
た
仏
性
説
は
由
来
浄
土
宗
の
仏
性
説
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
な
る
仏
性
説
の
そ
れ
で
な
く
凡
夫
性
に
即
し
た
仏
性
で
あ
る
。
故
に
選
択
集
に
引
用
さ
れ
た
安
楽
集
の
仏
性
義
は
値
仏
を
待
つ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
言
い
、
渥
槃
経
の
経
意
を
詮
顕
し
て
い
る
。
浄
土
宗
義
に
於
て
衆
生
の
罪
悪
煩
悩
を
認
め
る
以
上
仏
性
は
衆
生
の
三
心
発
起
即
ち
凡
夫
の
発
信
を
基
と
す
る
。
決
疑
鈔
第
一
巻
に
「
一
切
衆
生
内
適
仏
性
一外
遇
諸
仏
一内
外
因
縁
彼
此
和
合
癒
当
作
仏
}何
至
闘駲干
今
鱒久
在
嚇生
死
一故
激
批
問
一凡
右
ゾ
心
者
皆
当
二作
仏
一、
応
h値
層滲
仏
轍者
一
切
衆
生
難
」臭
二仏
性
一若
溝
弘
者
不
ド
河
癲
一枇
理
。
」
(
浄
全
七
港
一
九
二
y
と
あ
り
、
又
決
疑
鈔
直
牒
第
二
巻
に
「
今
詩
応
値
多
薯
是
蠡
、
答
師
隻
生
曇
湾
藕
檠
豫
、㌧
蒙
爨
四
隻
低
馨
蓋
沙
仏
者
画
像
木
像
也
。
 ア
藷
捲
末
ξ
糧
仏
勇
姦
縫
他
黥
亦
名
綟
、
讐
私
教
契
伝
説
嚠磊
仏
世
騨」
(浄
全
仏性と凡夫性
七
巻
四
六
八
)
と
あ
り
、
更
に
メ
ナ
ン
ト
「
仏
性
内
.薫
等
者
我
等
意
拙
諏
穢
土
鞘欣
二浄
土
囀意
錐
レ疎
而
時
々
本
願
不
思
議
、
名
号
功
徳
思
ヒ
ツ
ヅ
ケ
ラ
レ
テ
曳
餐
有
.皆
是
真
,薫
力
也
是
云
内
薫
密
益
」
(
浄
全
七
巻
四
六
八
)
　
と
言
う
て
仏
性
内
薫
即
ち
凡
夫
性
を
覚
信
し
て
の
三
心
発
起
し
て
本
願
の
信
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
す
る
。
「
不
下
得
二二
種
勝
法
[以
淋
生
死
鮪」
と
の
「
不
得
」
と
「
値
仏
」
の
矛
盾
に
就
て
は
「
但
於
植
仏
岬有
結
彙
論
議
衆
、
今
遭
無
「当
機
現
益
諸
以
築
得
禰
而
繭
之
一
切
衆
生
皆
応
循
私
」区
浄
全
七
巻
一
九
二
頁
)
と
あ
り
、
当
機
現
益
な
き
も
の
を
不
得
と
い
う
。
故
に
値
仏
聞
法
す
れ
ば
仏
性
を
顕
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。
故
に
決
疑
鈔
第
一
に
「
大
悲
満
足
之
如
来
難
化
能
化
之
諸
仏
番
番
出
世
継
踵
唱
厂
覚
吾
等
障
重
」
木
預
欄
化
幽
難
問
之
意
深
慚
愧
耳
」
(
浄
全
七
巻
一
九
三
)
と
あ
る
。
故
に
修
道
し
て
仏
性
を
開
発
し
得
悟
す
る
仏
性
で
も
な
く
、
亦
非
仏
性
で
も
な
い
。
仏
性
、
凡
夫
性
を
止
揚
し
た
人
間
性
の
実
存
を
認
め
て
彌
陀
本
願
の
慈
悲
に
直
結
す
る
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法
然
上
人
が
聖
覚
に
語
ら
れ
た
詞
に
「
法
相
三
論
天
台
華
厳
真
言
仏
心
の
諸
大
乗
の
宗
遍
学
し
、
悉
明
る
に
入
門
は
異
な
り
と
い
へ
ど
も
皆
仏
性
の
一
理
を
悟
顕
こ
と
を
明
す
」
(
全
五
七
三
頁
)
と
述
べ
て
帰
結
か
る
点
を
究
め
て
聖
道
門
を
詮
顕
し
、
そ
の
上
に
於
て
戒
定
慧
三
学
に
堪
え
な
い
具
体
的
な
人
間
こ
そ
行
動
す
る
真
の
人
間
で
あ
る
。
人
間
を
主
体
的
に
把
握
さ
れ
発
見
さ
れ
た
の
が
善
導
で
あ
り
法
然
上
人
3s
で
あ
る
。
往
生
要
義
鈔
に
智
者
と
愚
者
の
念
仏
を
問
答
し
て
「
ほ
と
け
の
本
願
に
と
つ
か
は
、
す
こ
し
の
差
別
も
な
し
、
-
乃
至
抑
機
を
い
へ
ば
、
五
逆
重
罪
を
え
ら
ば
ず
、
女
人
闡
提
を
も
す
て
ず
。
行
を
い
へ
ば
一
念
十
念
を
も
す
て
ず
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
五
障
三
従
も
う
ら
む
べ
か
ら
ず
、
こ
の
願
を
た
の
み
、
こ
の
行
を
は
げ
む
べ
き
な
り
、
念
仏
の
ち
か
ら
に
あ
ら
ず
ば
、
善
人
な
を
む
ま
れ
が
た
し
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
云
々
(
全
集
六
八
八
頁
)
と
あ
り
、
こ
の
具
体
的
な
主
体
的
な
人
間
の
発
見
は
、
上
人
の
深
い
内
省
と
社
会
の
現
相
の
鋭
き
批
判
か
ら
滲
み
出
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
上
人
が
「
い
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り
、
死
な
ば
浄
土
に
ま
い
り
な
ん
、
と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は
思
ひ
わ
づ
ろ
う
こ
と
そ
な
き
と
思
ひ
ぬ
れ
ば
、
死
生
共
に
わ
づ
ら
ひ
な
し
」
(
法
全
五
三
四
頁
)
と
相
対
有
限
の
死
生
を
そ
の
ま
ま
に
大
願
業
力
に
よ
る
凡
夫
性
の
ま
ま
な
る
仏
性
を
体
験
さ
れ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
故
に
徹
選
択
集
上
巻
に
「
披
二
一
切
経
蔵
覧
擾
婆
提
舎
【、
選
択
之
正
文
翠
応
経
教
之
鋭
、
念
仏
之
妙
義
無
死違
論
家
之
駅
、
計
知
。
上
人
ニ
ハ
博
覧
之
智
不
し男
得
而
動
者
也
、
二
為
レ激
淘
世
末
代
之
小
智
愚
郵
者
末
法
之
習
。
昨
日
今
日
僅
難
ゼ有
二戒
定
慧
三
学
之
名
無
減
定
慧
之
行
人
爽
乗
急
之
智
渚
。
但
是
有
名
無
実
也
。
設
翫
韲
極
上
乗
之
法
門
便
蓄
惑
証
理
之
智
慧
顯
此
是
問
答
料
簡
之
智
慧
也
。
以
糊批
智
慧
迷
死
灘
出
乎
』
(
浄
全
七
巻
九
六
)
と
言
う
て
、
戒
定
慧
三
学
の
名
あ
り
て
そ
の
行
入
な
し
、
但
だ
是
れ
有
名
無
実
也
と
主
体
的
入
間
1
～
凡
夫
性
の
把
握
を
通
し
て
生
死
得
脱
、
浄
仏
国
土
の
道
が
開
か
れ
る
と
言
う
。
故
に
浄
土
宗
は
凡
夫
性
に
即
し
て
仏
性
を
認
め
る
が
、
然
も
異
質
的
な
も
の
と
す
る
。
36
